
　

対象期間 ： 令和４年７月１日～令和５年６月３０日

発行日 ： 令和 ５ 年 ９ 月 １ 日

       認証･登録番号0007576



❏ 企 業 理 念

❏ 方　　針

　　　　１．当社の事業活動に関わる環境への影響を常に認識し、自主的・積極的に環境

　　　　　　負荷の低減に向けて取り組むと共に継続的な環境経営の改善を図ります。

　　　　２．当社の事業活動に関わる環境関連の法令、徳島県条例、那賀町条例、その他

　　　　　　法規を遵守します。

　　　　３．当社の事業活動に関わる環境への影響のうち、以下の項目を重点テーマとし

　　　　　　て取り組みます。

　　　　①　二酸化炭素排出量の削減

　　　　②　水資源使用量の削減

　　　　③　廃棄物の削減及びリサイクルの推進

　　　　④　事務所周辺の清掃等における社会貢献活動の推進

　　　　⑤　グリーン購入の推進

　　　　⑥　環境に配慮した施工の推進

　　　　⑦　化学物質の適正管理と使用量把握

　　　　４．上記環境方針を全社員に周知するとともに、環境保全に関する意識の向上を

　　　　　　図り環境活動レポート等で社会へ講評します。

　　　　上記の方針達成のため、目標を設定し、定期的に見直し環境システムを推進する。

青木　健雄

　　環境負荷の低減 ・ 環境型社会の構築に貢献する企業を目指し努力します。

　　株式会社　東　和　は、地域との共生を目指し建設業の事業活動を通し、社員一人ひとりが

　 代表取締役　　

　　　　当社は、事業活動が与える環境負荷を低減するために、次の方針に基づき環境

　　　　経営活動を推進し地球環境との調和を目指します。

制定日　平成 ２２年 ９月 １７日

　　第三回改訂日　令和 元 年 10 月 1 日

　株式会社　　東　　和

環 境 経 営 方 針
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【 事 業 者 名 】 株式会社　東和

【 代 表 者 名 】 代表取締役　青木　健雄

【 本 社 所 在 地 】 〒 771-5208

徳島県那賀郡那賀町仁宇字王子前１４１番地３

【 倉 庫 】 徳島県那賀郡那賀町仁宇字王子前143-2

【 資機材置場 】 徳島県那賀郡那賀町仁宇字王子前195 他

【 資 材 置 場 】 徳島県那賀郡那賀町桜谷字木屋ノ谷１１－２

【 環境管理責任者 】 専務取締役　　田村　育生

【 担 当 者 】 総務・環境事務局　小建　あけみ

【 連 絡 先 】 TEL ： ０８８４－６２－１２０７

 FAX ： ０８８４－６２－１１２９

Mail： kk-toowa@kk-toowa.co.jp

【 設 立 年 月 日 】 昭和 ２８ 年 ２ 月 １２ 日

【 事 業 内 容 】 特定建設業　：　土木工事業 、建築工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、鉄筋工事業

  しゅんせつ工事業、板金工事業、水道施設工事業、解体工事業

一般建設業　：　大工工事業、左官工事業、石工事業、屋根工事業、舗装工事業

　　　　　　　　　タイル・れんが・ブロック工事業、内装仕上工事業、造園工事業

産業廃棄物収集運搬業 ： 許可の有効期間 （ 令和４年１月１１日 ～ 令和８年8月16日 ）

今回の審査対象期間（令和４年7月1日～令和５年6月30日）においては、

事業の実態がなかったので、現在はＥＡＥ２１認証・登録の対象外です。

               

【 事 業 の 規 模 】

完成工事高 573百万円／年　（令和４年度実績）

従業員 ２８名

事務所床面積 １３１.２５㎡

倉庫床面積 １,０００㎡

資機材置場  ５００㎡

資材置場  ３００㎡

【 認証・登録対象範囲 】

全組織、全活動を対象とする

事 業 概 要

-2-



環境事務局

工　務　部

現場責任者

役　職

全従業員

社　　　長

環境管理責任者

総　務　部

全　従　業　員

社　長

環境管理責任者

環境事務局

部門長

現場責任者

・  ＥＡ２１の運営、実施、管理

・  環境活動計画書を承認

・  環境関連法規等のとりまとめ及び遵守確認

・  環境活動の取組み結果を代表者へ報告

・  教育訓練の実施

・  環境管理責任者の補佐

・  環境負荷及び取組みの自己チェックの実施

・  ＥＡ２１に関する文書及び記録の作成

・  環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び遵守確認

役 割　・　責 任　・　権 限

・  環境管理責任者の任命

・  環境経営システムに関する経営資源の確保

・  環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・  代表者による全体の評価・見直し

・  決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・  環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・  各部門において環境目標達成に向けた取組みを実施

・  各部門に関する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・  従業員に対する教育・訓練の実施への協力

・  問題点の発見、是正、予防処置

・  担当現場に関係する環境計画への取組

・  環境方針の理解と環境への取組み重要性を自覚

組 織 体 制
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平成２８年度 令和2年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

実 績 目 標 目標 目標 目標 目標 目標

（H28.7～H29.6) （４％削減） （５%削減） （６%削減） （７%削減） （８%削減） （９%削減）

ＣＯ２排出量 ㎏-CO2 13,421.5 12,892.6 13,287.3 13,154.4 13,022.9 12,892.6 12,763.7

ＣＯ２排出原単位 ㎏-CO2/百万円 （実績）10,625 10,518 10,412 10,307 10,203 10,101

電力使用量 kWh/年 10,134 9,735 10,033 9,932 9,833 9,735 9,637

燃料使用量 L/年 4,102 3,940 4061 4020 3,980 3,940 3,901

一般廃棄物 ㎏/年 325 312 321 318 315 312 309

事務用紙使用量の

削減

上水使用量 ㎥/年 70.0 67.2 69.3 68.6 67.9 67.2 66.6

グリーン購入の推進 品/年 15 17 17 18 18 19 19

地域環境への貢献 回/年 5 5 5 5 5 5 5

     ※ 目標値は平成２８年度の実績を基準とし、毎年１％の削減率とした。
     ※ 電力使用量のCO2排出係数は、0.528CO2/kwhを用いた。
          ※  電力使用量・燃料使用量の目標値はエネルギー量から使用量に 換え ました。
       ※  一般 廃棄物の目標値は再資源率から排出量に 換え ました。
       ※  CO２排出量原単位は令和２年度の実績を基準とし、毎年１％の削減率とした。

　　現　 場

平成２８年度 令和2年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

実 績 目 標 目標 目標 目標 目標 目標

（H28.7～H29.6) （４％削減） （１%削減） （２%削減） （３%削減） （４%削減） （5%削減）

ＣＯ２排出量 ㎏-CO2 245,472 235,799.4 233,441.4 231,107.0 228,795.9 226,508.0 224,242.9

ＣＯ２排出原単位 ㎏-CO2/百万円 （実績）283,603 280,765 277,957 275,177 272,425 269,701

燃料使用量 L/年 95,984 92,202 95,024 94,074 89,463 88,568 87,683

化学物質の使用量

削減

産業廃棄物リサイ

クル率の向上

地域環境への貢献 回/年 5 5 5 5 5 5 5

環境に配慮した

施工の推進

     ※ 目標値は平成２８年度の実績を基準とし、毎年１％の削減率とした。
     ※ 電力使用量のCO2排出係数は、0.528CO2/kwhを用いた。
          ※  電力使用量・燃料使用量の目標値はエネルギー量から使用量に 換え ました。
     ※ 工事の受注に より現場 事務所を設置した。
     ※ 建設現場 に 水 道施設が無いため水 資源使用量は事務所のみとする。
     ※ 化学物質の使用量の把握は３ヶ月に １回行なう。
       ※  CO２排出量原単位は令和２年度の実績を基準とし、毎年１％の削減率とした。

91,646 90,729 89,82293,506 92,571

3,871

　　事　務　所

項目 単位

項目 単位

枚/年 94,451 90,729

99.56

4 4

電力使用量 kWh/年

回/年

3,870 3,8324,029 3,989 3,949 3,909

4 4 4 44

99.29

6

99.74％/年 99.65

件/年 8 8

98.93

5 7 7 8

99.38 99.47

環 境 経 営 目 標 〔年次〕
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平成２８年度 令和４年度

実 績 目標

（H28.7～H29.6) （2％削減）

ＣＯ２排出量 ㎏-CO2 13,421.5 12,636.0 12,484.2 〇

（R2 実績）
10,625

電力使用量 kWh/年 10,134 9,541 7,583 〇

燃料使用量 L/年 4,102 3,862 3,655 〇

一般廃棄物 ㎏/年 325 306 304 〇

事務所用紙使用量の
削減

グリーン購入の推進 品/年 15 18 17 〇

地域環境への貢献 回/年 5 5 5 〇

　　現　 場
平成２８年度 令和４年度

実 績 目標

（H28.7～H29.6) （2％削減）

ＣＯ２排出量 ㎏-CO2 254,472 231,107.0 214,562.2 〇
（R2 実績）

283,602

燃料使用量 L/年 95,984 90,367 85,145 〇
化学物質の使用量
削減
産業廃棄物リサイ
クル率の向上

地域環境への貢献 回/年 5 5 5 〇
環境に配慮した
施工の推進

　　　　　※ 電気使用量のＣＯ２排出係数は、0.528ＣＯ2/kwhを用いた。

　　　　　※ 電力使用量・燃料使用量の目標値はエネルギー量から使用量に換えました。

　　  　　※ 一般廃棄物の目標値は再資源率から排出量に換えました。

　　　　　※ 建設現場に水道施設が無いため水資源使用量は事務所のみとする。

　　　　　※ 工事の受注により現場事務所を設置した。

　　　　　※ 化学物質の使用量の把握は３ヶ月に１回行なう。

　　～評価～
　　　　　事務所では、水使用量削減が未達成であった。事務所横に作業員用の水洗トイレを新設した事が

　　　　　要因である。今後も、こまめに蛇口を締めるなど節水に努める。

　　　　　現場ではリサイクル率が未達成であった。解体工事の受注により最終処分に搬出する廃棄物が

　　　　　多かったためである。今後も適正に処理を行う。

　　　　　※ 目標値は平成２８年度の実績を基準とし、毎年１％の削減率とした。

％/年 98.93 99.47 98.70

件/年 5 7 7

×

〇

回/年 4 4 4

4,029電力使用量 kWh/年 3,794 3,050

88,923 84,515

ＣＯ２排出原単位 ㎏-CO2/百万円 277,957 374,454

評　価

　　事　務　所

ＣＯ２排出原単位 ㎏-CO2/百万円 10,412 21,787

項目 単位
年間実績

（R４.7～R５.6)
評　価

〔 運用期間：令和４年７月～令和５年６月 〕  

〇

×

×

上水使用量 ㎥/年 65.9 105.0

項目 単位
年間実績

（R４.7～R５.6)

70.0

〇

枚/年 94,451 〇

×

年間目標とその実績
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　　現　場　過去４年間の推移５年間の推移 ＜ 現 場 ＞
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この取り組みに賛同し、今後の事業活動にも
反映させていきます。

５年間の推移 ＜ 事務所 ＞
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事  務  所 現　　場

①電力使用量の削減 目標達成

　・エアコンの設定温度 目標： 9,541 目標： 3,794 今後も継続して削減に取組。

　　　事務所：冷房 27℃　暖房 23℃ 実績： 7,583 実績： 3,050

　・休憩時間、不用時の消灯 達成率： 125.8% 達成率： 124.3%

  ・エアコン、窓の清掃を年一回行う

②燃料使用量の削減 事務所/現場　　目標達成

　・法定速度の遵守 目標： 3,862 目標：  90,367

　・定期点検の実施 実績： 3,655 実績： 85,145

　・無理な運転はしない 達成率： 105.6% 達成率： 106.1%

  ・スーパーカブの活用

③上水道使用量の削減 未達成　　　　　　　　

　・節水ラベルの標示 目標： 65.9 引き続き目標達成に向け取り組む。

　・こまめに蛇口を閉める 実績： 105.0 －

達成率： 62.7%

④一般廃棄物排出量の削減 目標達成

　・分別回収によるリサイクル 目標： 306 今後も分別の徹底と削減意識の

実績： 304 － 向上に努める。

達成率： 100.6%

⑤事務所用紙使用量の削減 目標達成

　・積極的なコピー裏紙の活用 目標： 88,923 ミスコピーの削減や電子メール

　・印刷及びコピー原紙の確認 実績： 84,515 － の活用など継続して取り組む。

達成率： 105.2%

工事の受注や大型機械の稼働率に大
きく左右されるが、引き続き削減に努
める。

〔 運用期間：令和４年７月～令和５年６月 〕

取り組み計画
評　価

(結果と次年度の取組み）

達成状況

環境経営計画の内容及び評価
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事  務  所 現　　場

⑥産業廃棄物リサイクル率の向上 目標未達成

　・マニフェストの管理 目標： 99.47 マニフェストの管理はでき

　・無駄を無くし廃棄物量抑制に努める － 実績： 98.70 ている。

達成率： 99.2% 抑制に努めるよう引き続き

活動を継続する。

⑦グリーン購入の推進 目標達成

　・事務用品からグリーン調達を推進する 目標： 17 積極的にｴｺﾏｰｸ商品の購入

実績： 17 － に努める。

達成率： 100.0% 　

⑧地域貢献活動 目標達成

　・ボランティア清掃活動に積極的に参加 目標： 5 目標： 5 今後も積極的に活動する。

　・ロードアドプト活動を継続して行なう 実績： 5 実績： 5 ﾛｰﾄﾞｱﾄﾞﾌﾟﾄ　（6.9.12月）

達成率： 100.0% 達成率： 100.0% 四国遍路みち清掃活動

　　　 （Ｒ4.9.30実施）

ｺﾞﾐｾﾞﾛ （Ｒ5.5.30実施）　

⑨化学物質の使用量の把握 目標達成

　・化学物質の使用量の把握 目標： 4 今後も適正に使用量の把握

　・使用量の把握（３ヶ月に１回） － 実績： 4 を行なう。

達成率： 100.0%

⑩環境に配慮した施工の推進 目標達成

　・現場で使用する資材の調達を推進する 目標： 7 今後も継続して取組む。

　・ＩＣＴ化施工を推進する － 実績： 7

達成率： 100.0%

❏ 次年度の取組み内容

    令和４年度と同様にする。

　　事務所横に作業員用の水洗トイレを設置したことなどが要因で水使用量が増えた。

　　水使用量の削減に今後も取り組む。

取り組み計画
達成状況 評　価

(結果と次年度の取組み）
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区分 摘要される法規則 摘要される施設等 遵守評価結果

環境基本法 事務所･現場 ○

グリーン購入法 事務所･現場 ○

地球温暖化対策推進に関する法律 事務所･現場 ○

環境配慮事業促進法 事務所･現場 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律　（産業廃棄物） 現場 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律　（一般廃棄物） 事務所 ○

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
（建設リサイクル法）

現場 ○

大気汚染
特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律
（オフロード法）

現場 ○

フロン関係 フロン排出抑制法 事務所･現場 ○

騒音規制法 現場 ○

振動規制法 現場 ○

下水道 下水道法 事務所 〇

徳島県環境基本条例 事務所･現場 ○

徳島県生活環境保全条例 事務所･現場 ○

那賀町廃棄物清掃に関する条例 事務所･現場 ○

那賀町集落排水処理施設条例 事務所 ○

受注工事 特記仕様書 現場 ○

　環境関連法規制等の遵守状況を確認した結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
　また、過去3年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。

❏ 代表者による全体評価と見直しの結果

　今回、燃料使用量の削減が事務所・現場とも達成することができた。

　工事受注件数は多かったが、現場移動車の乗り合わせの励行や大型機械の現場稼働率の減少が

　考えられる。　現場の燃料使用量削減は、工事受注件数により左右されるが達成できるよう

　積極的に取り組みます。

町条例

県条例

騒音・振動

廃棄物

　法的義務を受ける主な環境関連法規は下記の通りである。

環境一般

環境関連法規則の遵守状況
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eko機能で節水に取り組みます。

水洗トイレで、いつでも快適に使用できます。

社員食堂 ・ 作業員トイレの新設　事務所洋式トイレに改修しました。

年３回　ロードアドプトの実施

ゆっくり昼休憩をとることができるようになりました。

活動の取組状況
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